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Ⅰはじめに

東京学芸大学附属特別支援学校は､東京学芸大学 ･みずほフィナンシャルグループ金融教

育共同プロジェク トに昨年度より参加 し､｢特別支援教育における金融教育｣ とい うテーマ

で研究･実践的検討を行ってきた｡特別支援教育-の転換期であるこの時期に､金融教育を､

支援を必要としている子どもたちにどうなげかけていくかは､特別支援教育の内容的検討 と

い う意味において重要なものであると考える｡ それは､この子 どもたちが､社会の中でどの

ように生きていくかを考える契機であり､そのためにどのような学習内容を学校 として与え

られるかを考える機会でもあると思 うからである｡ 今回の報告は､金融教育を､知的障害を

主たる対象 とする特別支援学校高等部の中 ･軽度の生徒-の ｢くらしづくり｣のための学習

の一環 としてとらえ､この 1年半の間に本校で検討 してきた内容と授業実践について報告す

るものである｡

1.研究の課題

研究の課題を次のように設定した｡

①金融教育の指導内容の検討 : 高等部の中･軽度生徒を対象 とした金融教育の指導内

容のモデルを作成する｡

②テ キス ト､指導案集の作成 : 上記指導内容を元にしたテキス トや指導案集を作成す

る｡

③授業づくり 指導内容の検討のための授業を行 う事を通 して､授業

づくりのポイン トを明らかにする｡

2.特別支援教育における金融教育の指導内容

昨年度の主な検討内容のひとつは､特別支援学校高等部における ｢金融教育の指導内容｣

についてである｡｢特別支援教育における金融教育｣を知的障害を主たる対象 とする特別支援

学校高等部における中 ･軽度生徒-の ｢くらしづくり｣ための学習ととらえた時､その内容

は大きく二つに分けることができる｡ そのひとっは､生徒達が卒業後の生活の中で出会 う具

体的な場面の中で必要となる知識や行動の学習である｡例えば旅行などの計画の立て方や予

算についてであり､また､銀行の利用の仕方や､金銭管理の方法などである｡ もうひとつは､

より社会的事象に関心を深め､社会で起こっていることが理解できるようになっていくため

の知識である｡ 例えば年金についてであり､流通や物の値段についての知識などである｡ 本

研究では､これ らの学習を ｢わたしたちのくらしとお金｣とい う名称でまとめ､上記分類の

前者を ｢くらしとお金｣､後者を ｢社会 と経済｣とい う名称でまとめた｡資料 1が ｢わたした

ちのくらしとお金｣の指導内容の一覧である｡詳 しくは昨年度の本校の紀要 ｢東京学芸大学

附属特別支援学校研究紀要No.52｣を参考にしていただきたい｡
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3.生徒用テキス トや指導案集の作成について

今年度の主な検討内容のひとつが生徒用テキス トの作成である｡ テキス ト ｢くらしとお金｣

は､｢わた したちのくらしとお金｣とい う名称でまとめた ｢特別支援教育における金融教育の指

導内容｣(以下 ｢指導内容｣)の内の前半 ｢くらしとお金｣の部分を生徒用のテキス トとしてア

レンジしたものである｡ ｢指導内容｣が特別支援学校高等部の中 ･軽度の生徒を対象 としている

ように､このテキス トも同じ生徒達を対象 として構成 している｡ テキス トは､｢指導内容｣の前

半 ｢くらしとお金｣を構成 している5つの内容に ｢はじめに｣と ｢おわ りに｣をつけた全 7章

で構成 されている｡ 内容 としては､｢くらしとお金｣に盛 り込まれた内容の導入の部分でまとめ

たものと捉えていただければと考えている｡ また､いくつかの節 に 1ページのワークシー トを

配 している｡ 各学校等で使用 される場合には､これ らの点を考慮 して頂き､それぞれの授業の

対象者の状況等に応 じ､また､必要な内容に関してさらに掘 り下げて授業を行って頂きたい と

考えている｡ ワークシー トについてもそのまま使ってもかまわない し､ひ とつの参考 としてLさ

らに生徒たちに合わせた工夫をしていただけると､ とも考えている｡

また､指導案集については､現在検討を重ねている段階で､作成には至っていない｡

4∴授業づくり

授業づ くりについては､高等部の ｢くらし｣の時間に軽 ･中度の生徒を中心 とした 1- 2グ

ループで継続的に行ってきた｡その中で は､次のようなテーマでの研究授業も行った｡

2007年 7月′外出の計画 とお金の使用について :計画的なお金の使用

7月 小遣い帳をつけよう

10月 ATMの利用の仕方

10月 印鑑や通帳の扱い

2008年 10月 ATMの利用について

:計画的なお金の使用

:金融機関の利用

:安心なくらし

:金融機関の利用 (資料 2-5)

これ らの授業づ くりの中で､次のことを授業づ くりのポイン トとしてあげることができた｡

◎授業を組み立てるにあたってのポイン ト

①生徒の主体性を重視する｡

②現実的な場面を経験するとともに､将来の自分の生活を想像 させ る｡

③生徒に身近な､また具体的な話題から考えさせ､具体的な内容や教材を準備する｡

④現在の生活や将来の生活-の見通 しを持たせ､学習内容を自分のもの (こと) としてと

らえられるようにする｡

⑤必ず ｢困ったとき｣の対応を教える｡

⑥ 1つの授業に 1つ以上のワークシー トを準備 し､時間内にまとめさせる｡

⑦必要に応 じて生徒の生活状況などの情報を保護者から得てお く｡

⑧ゲス トティーチヤーなども有効に利用する｡

5.今後の課題

今後の課題 としては以下のことがあげられる｡

① ｢わた したちのくらしとお金｣の指導内容に関わる授業展開例の作成｡

② ｢社会 と経済｣の学習内容の検討 と授業づ くり｡
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資料 1 ｢わたしたちのくらしとお金｣の指導内容

1.目標
①金銭に関する生活に必要な知識と技能を身につけ､今の生活にいかすとともに､将来の生活

について考えることができる｡
②将来の生活の主体者として､金銭管理の方法など生活に必要な金銭に関わる事柄を考えるこ

とができる｡

③金銭に関する身近な事柄や､将来必要になるであろう事柄に関心を持ち､自分の癖来の生曙
を想定する中でその内容や必要性について考えることができる

2.内容
1)身近な金銭管理や生活設計 (分野 :くらしとお金)

･計画的な金銭の使用
･金融機関や社会資源の利用
･金銭管理 ･生活設計
･消費者教育 ･危機回避

･ ･支援機関や支援者の利用
2)社会や経済に関する知識と理解 (分野 :社会と経済)

･収入 ･労働と賃金
･税の徴収と国の支出~
･年金とその問題
･流通と経済についての基礎知識
･貨幣の種類と価値
･お金に関する犯罪とその予防

3.具体的内容と指導の展開
1)くらしとお金

内 容 ･ね ら い 学習の展開 (例) 学 習 内 容

上手にお金を使おう ･生活に関わる金鉄的事象 ･買い物をしよう ･.生活に必要なものは何

(計画的な に関'して金銭の使用に関 ･生活に必要なものが売っている

金銭の使用) する計画の立て方や上手 場所

なお金の使い方を身につ ･いろいろな買い物の仕方
ける ･買い物の際に気をつけること

･金銭を計画的に使 うことの大切さを知り､行動できる ･かしこい買い物の仕方

.｢､外出をしよう ･外出の計画を車てよう.･外出に必要な衷用は･楽しく外出するために

･高いものを ･高いものを買いたいときはどう

買いたいときは する･お金を計画的に貯める･相談しながら考えよう

･こづかい帳を ･こづかい帳をつけてみよう

つけよう ･費目について･こづかい帳の上手な使い方/

銀行や ･金融機関の役割について ･銀行や ･銀行や郵便局でできること

郵便局に行こう 知る 郵便局の役割 ･金融機関に行ってみよう

(金融機関や ･金融機関の利用方法を知 ･預金や貯金､預貯金の目的

社会資源の利用) り､利用の方法を身につ~ける ､･､金融機蘭等の利用の際に ･給与振り込み･預金や ~ ･預金や貯金の仕方
･気を付けなければならな 貯金について ･通帳を作ろう
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'金融機関の ･給与振 り込み

便利な使い方 ･自動引き落としの使い方と注意･クレジットカー ド

｣銀行や郵便局を ･通帳や暗証番号の扱い方

使 うときの注意 ･キャッシュカー ドや暗証番号の注意

卒業顔のくらし ･卒業後の生活について考 ･将来の生活に ･卒業したら.. (将来を考える)
(生活設計 . えることができ､金銭面 ついて考えよう ･どんなくらしがしたい

･金銭管理) で必要な知識を身につけ (将来の希望､

ることができる 住まいなどのくらし方の実際)･仕事と給料･ぐらし方のいろいろ -(1日､ 1週間､1ケ月､1年の生活)･趣味を持とう(豊かなくらしのために)

･収入と支出 , ･ひとりぐらしに必要なお金･仕事と給料･自分のぐらす場所･収入 .支出つてなに･支出の費目･年金について･税金にづいて

･生活費について ･生活費の内訳は .･いくらくらいかかるかな
知ろう ･自分の生活について考えよう

･家計簿をつけよう ･家計簿の費.冒･自分にあった家計簿1･家計簿をつけてみよう

･自分にあった ･お金の管理つて何

お金の管理 ･自分だったらどうしよう.･自分にあった金銭の管理 ′

･月分のしたい ･自分の目指す将乗のくらし

将来のぐらし ･仕事と収入･生活のためのお金･将来のためにがんばる■こと.

安心なくらし ･プリペイ ドカ｣ ドやクレ ･便利なお金と ･便利なお金のいろいろ･クレジットカー ド
(危機回避､ ジツトカー ド､′その他の .その使い方 ･プ.リペイ ドカー ド

消費者教育) _新しいお金についての知 ･電子マネー

･銀行や郵便局を ･通帳や暗証番号の扱い方･キヤ,)チセールス等お金 ･キャッシュカー ドや

に関する危険についての知識を持ち､危機回避の 使 うときの注意 暗証番号の注意

･お金の危険 ･どんな危険があるのだろう

方法がわかる ･.悪徳商法･キャッチセールス･通信販売の危険･イ=ンダーネットの危険･携帯電話をかしこく使おう･個 人情報について･印鑑の使用や暗証番号の扱い危̀険の回避･被害者になったら･加害者にならないために
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困ったときには ･お金に関してどんなこと ･困った時つて ･困った時つてどんなとき

(支援機関や支援者の利用) で困ることがあるかを理解 し､その対処方法かわかる どんなとき ･困った時はどうしたらいい･支援機関や ･支援機関って何だろう

･支援機関や支援者の存在 支援者の利用 ･支援機関や支援者の利用の仕方
がわかり､その利用方法 ･私が使える支援機関

2)社会と経済

内 容 ね ら い 学習の展開 (例) 学 習 内 容

について(収入 .労働･と賃金) 的知識を身につける･卒業後の生活を考えながら､自分仕事や給料の使 ･-働くことと給料･給与明細の見方 ･給料の中身は何だろう

い方を考えることができる ･､給料明細を見てみよう

税金つて何だろう ･税金やその使われ方につ ･税金の仕組み ･税金つて何 ウ
(税の徴収と いての基本的知識を身に ･どんな税金があるの?

国の支出) つける ･税金の払い方､.戻し方

･税金の使われ方 ･国の財政と税金･税金の使われ方 ゝ

年金について ･年金についての基本的知 ･年金つてなに ･年金つて何 ?
(年金とその問題). 識を身につける ･年金の仕組み

･年金の支払い方や年金の受け取り方がわかる ･障害基礎年金について

･年金の支払い方 ･年金はどこで支払 う?･年金についての注意

･年傘を受けるには ･年金をもらえるかな?･年金の手続きの仕方

値段の仕組み ･ものの流通や値段の決ま ･値段は ･物には値段があ8:

(流通と経済) り方などに関する基本的･知識を身につける どうやって決まる ･値段はどうやって決まる?

･流通の仕組み ･流通つて何のこと?･品物の動き方と値段

日本のお金､ ･貨幣の種類や価値につい ･日本のお金､ ･外国のお金はどんな物 ?

外国のお金(貨幣の種類と価値) ての基本的知識を身につける･外国の貨幣やその価値に 外国のお金 ･日本のお金と比べてみよう･外国に行く時には ･外国に行く時の注意

ついて理解できる ･外国に行った時の注意

お金と犯罪 ･お金に関わる犯罪につい ･犯罪つて何 ･犯罪つて何だろう

(犯罪とその予防) ての基本的知識を身につける･被害者にも加害者にもな ･犯罪を犯すとどうなるの?･お金に関わる犯罪 ･お金に関わる犯罪つて
らないためにどのように どんなこと?

■することが必要かがわか ･お金の偽造

る ･被害者や加害者にならないために
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資料 2

授業展開例 1 ｢金融機関の利巧 二ATMを使おう①｣

対 象 高等部全学年 l時間 い1/2)時間
目 標 ○給料の受け取り方について知る○

○ATMの操作手順についてマニュアルをみて確認することができる○

準備物 モニター､AT′M操作マニュアル､模擬ATM､ワークシー ト､お金､練習用キヤツ
シユカー ド

授業のポイント

指導内容のポイント ｢ATMを使おう｣を全2回で計画○

第-回 ATMを使おう①～お引きだし編～一本時

第二回 ATMを使おう②～ATMの利用マナ一編～

今後､生活の中で実際に利用することを想定し必要な指導内容を抽出する

-給与の銀行振り込み-ATMの操作 :｢お引出し｣の操作のみ取り扱 う

授業展開上のポイント ･ 生活のなかでの銀行について想像できるように､給与袋 .給与明細表を

みせる○

･ 実技の前に､操作方法､手順を確認d

･.実技体験前に操作方法､手順をおさえ､次時の授業での体験に期待感を

もたせる○

ゲス トティーチヤー.-の利用 なし

ワークシー トのポイント. ･実際に銀行にいくとき､参考になるよう配慮した○･ATM操作マニュアルはラミネー トをし､今後必要なときに活用できる

-ようにしたo
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虚 聞 例

学習活動 指導内容 留意点

挨拶をする○ ･号令にあわせてあいさつをすることができる○

本時の学習内容につい ･給料の引き出し方について学ぶことを知 キャッシュカー ドについて
て知る○ る○ 質問をし､生徒の実態をつか

給料の受け取 り方法に ･卒業後､働き給料をもらうことを想像す ST:ワーク.シー トにそって板.

ついて知るATMについて知る○(便利さ､手順)キャッシュカー ドにつ る〇･給料の受け取り方法について知るO-銀行ふrりこみ .直接手渡し･ 利便性､留意点について知る○ 書する○給与明細表 .給与袋の提示(給料-10万円とする)･昨年度のワークシニ トを参･ お金をおろす際にはATMが便利☆であることを知るo* 場所 :コンビニ､駅､銀行併設* 時間 :窓口との時間の違い＼･.本時では ｢お引出し｣について学ぶこと_を知る去･ATMでお金をおろすときには､キヤ_ヅシ 考にするOST:板書する○

レナて知る○ ユカー-ドと暗証番号が必要であ.ることを知る○

ATMの操作手順を知 ･教員の例示を注視することができるo ･操作マニチアルを配る○

る○ ･､ATMの操作手順について操作マニユア MT:模擬ATMで例示 1

ルをみながら確認することができるo ST:ATM操作

て知る○ とがわかる〇･キャッシュカー ドをみて期待感をもっことができるO. 布-回収

挨拶をする○ ･号令にあわせてあいさつをすることができる○挨拶をする○ ･号令にあわせてあいさつをすることができる○
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資料3

授業展開例 2 ｢金融機関の利用 =ATMを使おう②｣

対 象 高等部全学年 7 時 間 l(2/2)時間

目 標 ○ATM利用する際の留意点 .注意点を知る
○キャッシュカー ド､暗証番号の管理について知る

準備物 黒板掲示用ATMマナーカー ド､ATM操作マニュアル､模擬ATM､
宿題ワークシー トキャッシュカー ド

授業のポイン ト

指導内容のポイント ｢ATMを使おう｣を全2回で計画○

第一回 ATMを使お う①～お引きだし編～

第二回 ATMを使お う②～ATMの利用マナ一編～一本時

第-回授業での質問事項とその回答を ｢ATMマナーカー ド｣にまとめ､

利用の注意点を知るとともに､実際に模擬ATMの操作を体験する○

授業展開上のボイン ･生徒の質問から ｢ATMマナーカー ド｣を作 り､注意点をしる○※ ｢マナーカー ド｣は専門家 (銀行員)の回答に基づく

ト ･模擬ATMと用い､すぐに実地することで意識化する○

･困った時の対応について､｢誰に｣頼めるかを確認する○

ゲス トティーチヤーの利用 前時の質問に対する回答をお願いする (文書でのやり取り)

ワークシー ト ･｢マナーカー ド｣は大きく3点からまとめる※ ｢暗証番号 .キャッシュカー ドの扱い｣｢ATMコーナーのマナー｣｢困った時は?｣

のポイン ト ･ラミネー トした操作マニュアル (*昨年度のもの .改良点があれば改良

する予定)をつかい､今後も必要なときに活用できるようにした○

ワークシー ト (例)

ATM rマ ナ -ブ ックJ それでも.こまつたら.. i

膚蛙醤毒について+… JJ''J''J,./,,./,JJ,～,H 表中慧慧MOiLl=fgl票,;:J1毒

便可コ生年月日くせいね電話題号′Hr同じすうじ｣や｢つづ､ゝ ほかa)E告訴番号ー--5慧武者和JZLlfヨガよい重量んがつぴ)⇒たんじ七つでんわぽんビラI〉【82きのぽんごう｣う【111(hJ,J5I(̂=弓)->携帯葦 警管樟貰び【0720】55]1】【1234l電=naなど諸京寺ーておく 鯉 離 職 ､慧 -g…董書き誓㌔ 洋 室eATMの電話で間こ Js

番号豪渓めたら.メモし S'㌔ …う! {i詳 ◆一一>tL+I i葦.家の人に聞きたいときは… ′′-､tF月 日名前
キャッシュATMでならんでL#常かgカードとはぺ､つ探索執昼転載いるとき芸窺愚ゐ管駕?I顎粟義範蛋...,-.二.,.... 座 聖,-m兵TM真相洩るよう庸 凱 よう:柵 漆揖 う臥ごう津軸よう:…ぬ -;l/E3 ○ 顎 ー

お金をおろすときは 儲 耳鉦 譲 折 の外に出差しよう ､…¥

+1∩+1∩しなa+らーLない.LうL◆､-Tll函1I.u1人の,l了知かつU為.I 由,I,jれ古-ー要一.駁 t 葉敵機棚輔通報苛鞘轍掬繕湖積善謝るこ出芽棉騨捕揖責苦
//I,,,I.,,I,,I,,,I/,,I/,,,,〆*#!

宅邪TL,'重要語鎧,I..Jm独話-a-怯､ノ'

奥野もない縛は, t密の}1.に稽書,SLよう≡巨東 戯冊 臼抱明群′偶-3難現だ緑奥野もない縛は, t密の}1.に稽書,SLよう≡巨東 戯冊 臼抱明群′偶-3難現だ緑
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展 開 例

学習活動 指導内容 留意点

.挨 拶をする○ ･号令にあわせてあいさつをすること が で き る ○

本時の学習内容につ ･前時の内容 (ATMの体験と疑問点)を早い出 前時のワークシー トすことができる○ 質問事項をまとめた70リント

いて知る○ ･専門家 (銀行員)から返事が来たことを知 り.､~期待感を持つことができる○ ~掲示

･列の並び方のマナー･困ったときにどうするか?1.板書のカー ドで確認2.教員と.師範を見ながら確認する にまとめる(カー ド形式)

｢ATMマナーカー ド ･ ｢ATMマナーカー ド｣を見ながら､個別に 宿題ワークシー トを生徒に
｣ をもとに､ATMを ･確認 .実践することができる.

使用する○ ① ｢暗証番号についで

宿題で考えた暗匪番号が､.同じ数字の連続になっていないか等各 自チェック② ATMコーナーでのマナーについて列の並び方､機械を扱 う時の留意点 -(マニュアルやメ亘)について､実際に模擬ATMを利用.しながら相互に確認することがゼきる○ 配布する~｢模擬ATM｣までの導線を準備するd.

ついて｣ワークシートにまと ができるO.

める ①｢知らない人に助けを求める-×②｢ATMコーナ二で携帯電話一大③｢インターフォンで銀行の人に聞くフ○ .④｢一度家に帰 り､家の人に相談一〇･.わかったことを､ ワークシー トにまとめることができる○

次回の学習内容について知るo ∴次回学習することがわかる○ )
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つ力＼力＼た ひ き だ へん

資料4 ATMの使い方 【お頭8出払】編



資料5

ATk̂7写すJ-EJ.下 しヽ ス >卓 ノ


